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東京大学広報委員会

2003年セクシュアル・ハラスメントに関するアンケート調査の結果

相談所の相談員はあなたの立場に立って相談に応じます�
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セクシュアル・ハラスメント防止宣言�
男女共同参画社会をめざして�

東京大学�

ま　 え　 が　 き

第２回（2003年）のセクシュアル・ハラスメントに関するアンケート調査結果がまとまったので、報告する。
東京大学では2000年度に評議会でセクシュアル・ハラスメント防止宣言等を定め、ハラスメント防止委員会およびハ

ラスメント相談所を設置するなどして、セクシュアル・ハラスメント（以下セクハラと略す）のない快適な環境で学び、
働けるキャンパス作りに取り組んでいる。セクハラをなくすには、ひとりひとりがセクハラについて正しく理解すると
ともに、男女各人の感じ方の違いやキャンパス全体の実情を客観的に捉えることが必要である。
このため、ハラスメント防止委員会のもとにアンケート調査小委員会を設置し、2003年６月から７月にかけて、学部

学生（留学生を含む）、大学院生（同）、研究生（同）、および教職員（非常勤を含む）を対象に、東京大学としてアン
ケート調査を行った。残念ながら回答状況は１回目の調査を下回ったが、今後のハラスメント防止の取り組みにとって、
また深刻な事例に対する正確で迅速な把握のためにも、貴重な結果を得たと考える。
なお、アンケート調査票には自由記述を求める質問項目があり、多くの方々から個別の事例を記入していただくととも
に本調査についてのご意見も頂戴した。これらの欄への記入事項は厳秘を要するものであることはいうまでもないが、
時間と労力を割いて回答を書いてくださった回答者の信頼にこたえるためにも、また記入されたご意見を広く学内に周
知させる意味からも、回答者が特定されたり、回答者に不利益が及んだりしないよう十分留意しつつ、意見の全体的な
傾向については紹介することとした。
調査票の設計に際してご協力くださったハラスメント相談所相談員の方々、第１回調査について多大のご教示をいた

だいた社会科学研究所大沢真理教授、事務局である総務部人事課のスタッフ、なによりも、個人的な愉快でない経験に
わたる質問に、貴重な時間を割いて回答してくださった学生・院生、教職員の皆さんに、心から感謝と敬意を表した
い。

ハラスメント防止委員会アンケート調査小委員会委員長　野島陽子
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この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№ 1283 2004年３月２日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務課広報室　1（3811）3393

e-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/jpn/index-j.html

ハラスメント防止委員会アンケート調査小委員会

委　　員　　長　　野　島　陽　子（大学院人文社会系研究科助教授）

委　　　　　員　　春　山　成　子（大学院新領域創成科学研究科教授）

事　　務　　局　　藤　井　繁　幸（総務部人事課専門職員）
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